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緒 言

1955年以前現在までに藻類放射能汚染についての検出例は少い、そこで1955年４月より鹿

児島湾内並びに湾外の海藻類の放射能汚染について検討した．更に核分裂成生物による海藻培

養の吸収或はその汚染除去等について実験を行った．藻類の核分裂成生物による研究はＢＯＳＳ

博士に依る報告がある．ＢＯＳＳ博士はＯａｋＲｉｄｇｅ原子力国立研究所の排水を流している人

工湖ＷｈｉｔｅＯａｋの放射能汚染とその中に棲息している生物の放射性元素の蓄積について報告・

している．それに依ると，糸状の藻類の吸収は最も多く，Ｓがγog”αでは15,800ｃｐｍ/ｇを

示し,その２２％がＳｒであるとしている．

海藻類の核分裂成生物（F,Ｐ.）による影響としては，Ｆ､Ｐ・は一般に天然に存在するもので

なく，叉海藻類の構成成分にも関連がないものと考えられる．本実験ではどの位の海藻への吸

収が見られるか，その除去及び移行があるか,即ち藻体基部をＦ・Ｐ､５×10-5に稀釈してこれを

培養液として吸収,吸着させ,藻体上葉部の部分にその移行が見られるか等を実験した:、本実験

研究は未だ継続中のものが多く，予備的実験の予報程度の成果しか得られて居らず,この問題に

ついての本格的結果及び結論は今後の実験に侯つくきものが多い．

実 験

１．自然界の海藻類の放射能について

鹿児島湾内,湾外より採集した海藻類はそれぞれ種別して風乾し,その風乾物の一定量を磁製

ルツボに入れて,ガスバーナーで約500-600℃にて灰化する．その灰分の一定量０．２９を幾何

学的条件を一定にしてGeigerMullerにて測定した．猶Ｋ･１０の除去操作は:行っていない．計

測に使用した計器は科,研製GeigerMullerCounterModel32で，Ｍｉｃａ窓の厚さは２２ｍｇ

/cm2，計数域は200Ｖであり，Ｍｉｃａと検,体との距離は約１５ｍｍであった．計数検体を

2.5ｃｍ（直径）の試料皿に入れ１０分間の計数値より１０分間の自然計数値を差引いて，１分間

当りの計数値を出し,検体0.2ｇ当りの計数値を出した．自然計数は２１～22ｃｐｍ・

’１．Ｆ．Ｐ・による吸収，除去並びに移行実験

ｉ）試料･原藻

鹿児島市郡元海岸のアオサ（Ｕ/〃α力eγfzfsaKJELLM.)，ヒジキ（錘j”αたzsfんγ”g

OKAM.)，及び熊本県,飽託郡海路口地先のアサクサノリ（ＰＣγ””αｊｇ"”〃KJELLM.）を実

験材料･とした．実験中はこれらの藻体の異常は認められなかった．この実験では正常な海藻と

ホルマリンにて固定したものについて比較実験を行った．
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ｉｉ）培養液

米国Ａ･ＥＣ・より輸入したFissionProductsは製造年月不明，Ｆ､ｐ,，ｍｃ/ｍ，を蒸溜水

にて’00倍に稀釈して，それぞれ徳過海水にて１×10~局,５×10-筋,１×10-6稀釈濃度を培養液と

した．

iii）試料の調製

本実験に於てはＦ､Ｐ,吸収量とは一定時間培養液中にて吸収される計測値を示す．従って吸

収実験試料は流水中にて洗い藻体を徳紙にて吸水させ乾燥器にて乾燥させ乳鉢にて粉末として

Table１．Resultsofinspectiononradioactiｖｉｔｙｏｆｍａｒｉｎｅａｌｇａｅａｓｈ．

（cpm/0.29）
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0.59当りの計測値を示す．除去実‘験に於ては培養液中に浸積した藻体基部を上記の如く同様

な方法で行い源過海水中の藻体上葉部は一定時間後に取上げて上記の如くして乾燥，粉末にし

て計測した．

計測に使霞用した計器はＧＭｕｌｌｅｒＭｏｄｅｌ３２にて試料,と検体との距離は１‘５ｃｍ試料’(測定）

は直径２．５ｃｍのステンレス試料皿に入れて計測した．自然計･数は21-22ｃｐｍであった．

実験結果

Ⅱ．自然の海藻類の放射能について

検体海藻類は1955年４月より８月頃までに採集したもので，その結果は次のＴａｂｌｅｌに

示す通りである．本実,験に於ては強い放射能は全然見られないが，一般に褐藻類に於て比較的

高い計数値を示している．これは実験操作中に於てＫ４０を除去しなかった為にＫ４０の影響で

高い値を示すものと考えられる．

Ｃp．ｍ． 皿．培養液による実験結果

３３ｃｐｍ/0.22ｃｃ培養液によるアオ

サの吸収実験結果は次のFig.１に示

す通りの曲線を示す．この実験では正

常な状態のアオサでは，培養液に入れ

てから１時間から３時間頃までに多少

動揺するが，大体３時間位で最高値を

示し，５－６時間位で大体平衡状態を

示すが，ホルマリンにて固定したアオ

サでは正常な状態でのアオサより強い

放射能値を示す．

叉３８cpm/0.22ｃｃ培養液にアサク

サノリの吸収実験（Fig.３）及び４６

cpm/0.2ｃｃ培養液にてヒジキを培養

した吸収実験(Fig.２）に於ても，大

体３時間から５時間位で最高値を示し，

５－６時間位で平衡状態を示す結果が

見られた．

１１１．Ｆ．Ｐ・を用いた汚染除去実験

或る一定時間後検体を取上げてその

粉末０．５ｇ当りの計数値を示す．この

場合藻体を培養液中に侵積して臆過海

水にて充分洗礁して0.5ｇ当りの計数

値を１００として次の方法で除去率を出

した．

Ｆｉｇ．１．RadioactivityabsorptionofU/zﾉαｊｳ””ｓａ

ｃｕｌｔｕｒｅｄｉｎｃｏｎｔａｍｉｎａｔｅｄｓｅａｗａterbyFission

Products（Ａ＝normalalgae，Ｂ＝algae

fixedbyformalin)．
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iixedbyformalin)．
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ブo＝培養液中から取上げ充分洗樵し

た後の藻体の計数値

戸＝培養液中より穂過海水中に移し

た後一定時間後当りの計数値

この実験はアオサ,ヒジキ,アサクサ

ノリを用いて行ったが，その他の藻類

についても目下検討中である．今回の

結果の概要は一度Ｆ・Ｐ､により汚汚さ

れた海藻の放射能は正常な海水中では

完全には容易に除去されない傾向が見

られた事である．
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Ｉｖ．Ｆ･Ｐ・を用いてその移行実験

ヒジキを用いた実験を行ったが,藻体基部をＦ,Ｐ､を穂過海水に５×10-扇稀釈濃度，５２cpm

/０２ｃｃ培養液中に浸積して藻体上部を１０ｃｍの間隔を取って藻体葉部を徳過海水につけ，

10ｃｍ間隔の部分の藻‘体が乾燥しない様に脱脂綿を用い絶えず徳過海水を注ぎ，毛細管現象を

考慮して上部の藻体を入れた水槽を培養液の水槽より高くして実験を行った．この場合試料は

Ｍｉｃａと試料との距離約１５ｍｍで１０士２cpmであった．この実験結果は目下継続中で

あり，後程詳述したいと思うが,大体ヒジキ藻体内の移行作用は充分に行われない事が認められ

た．

要 約

１）海藻の放射能汚染では鹿児島湾内,湾外にて1955年に採集したもので調査した結果放射

能汚染は殆んど認められなかった．

２）FissionProductsを用いた吸収実験では非常に早い時間内に汚染が起る．大体３－５

時間で最高値を示し，約５時間後では比較的平衡状態を示す．

３）汚染除去実験では一度Ｆ､Ｐ,により汚染されたアオサ,ヒジキ,アサクサノリの藻体中の

放射能は正常な海水中では容易に完全には除去されない傾向が見られる．

４）ヒジキ藻体の一部をＦ,Ｐ､汚染海水中に浸積し，放射能の藻体に於ける移行の有無を検

討したが，本実験条件下では殆んど移行‘作用は認められなかった。
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Ｆｉｇ．３．RadioactivityabsorptionofPoグヵルヅアαノ””α

culturedincontaminatedseawaterbyFission

Products（Ａ＝normalalgae,Ｂ＝algae

fixedbyformalin)．
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１）Ａｓｔｏｔｈｅｃｏｎｔａｍｉｎａｔｉｏｎｏｆａｌｇａｅｂｙｒadioactivity，thosecollectedinthe

neighbourhoodofKagoshimaBaywereascertaineｄｔｏｈａｖｅｃｏｎｔａｉｎｅｄｈａｒｄｌｙａｎｄ
ｉｎｄｉｃations、

２）Intheabsorption-expertmentsforsomemarinealgaebyFissionProducｔｓｉｔ

ｉｓｗｉｔｈｉｎａｖｅｒｙｓｈｏｒｔｌａｐｓｅｏｆｔiｍｅｔｈａｔｓｏｍｅｗｈａｔｃｏｎｔａminationtakeplace・The

hyperboliccurvereachesitsmaｘｉｍｕｍｉｎ３－５ｈｏｕｒｓ，butittakesacomparatively
evenfiｇｕｒｅａｆｔｅｒ５ｈｏｕｒｓ

３）Intheexclusionexperiment,ｉｔｗａｓｖｅｒｙｄｉ伍culttocompletelyexcludeF・

Ｐ・ｆｒｏｍｔｈｅｆｒｏｎｄｏｆｍａｒｉｎｅａｌｇａｅ，providedthatwashingwereascompleteand

throughaspossible、

４）ThecirculationofFissionProductｓｉｎｔｈｅｆｒｏｎｄｏｆ顕が彫afzfsf.j/bγ”ｅＯＫＡＭ.，
ｉｍｍｅｒｓｅｄｉｎｔｈｅｃｏｎｔａｍｉｎａｔｅｄｓｅａｗａtｅｒｗａｓｅｘａｍｉｎｅｄ；andnoonewasascertained．
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